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仏
教
の
使
命

　
四
月
一
日
よ
り
、
世
界
仏
教
徒
会
議

日
本
大
会
実
行
委
員
会
が
、
設
置
さ
れ

た
。　
昭
和
五
十
三
年
十
月
一
日
ま
で
、
残

す
と
こ
ろ
五
百
四
十
有
余
日
。
ま
だ
ま

だ
先
の
よ
う
で
も
あ
る
し
、
や
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
こ
と
を
数
え
あ
げ
て
行
く
と
、

少
々
足
り
な
い
気
も
す
る
。

　
現
在
、
仏
教
に
つ
い
て
種
々
の
論
評

が
な
さ
れ
て
い
る
。
お
お
か
た
の
声
と

し
て
は
「
仏
教
は
休
息
し
て
い
る
」
と

い
う
よ
う
な
内
容
の
も
の
が
多
い
。
極

論
と
し
て
は
「
死
ん
で
し
ま
っ
た
」
と

い
う
人
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
過
去
の
輝
や
か
し
い
そ
の

軌
跡
を
思
い
浮
か
べ
る
時
、
休
息
は
し

て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
間
に

も
未
来
に
向
っ
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
蓄

積
は
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
移
り
か
わ

り
の
激
し
い
世
の
中
に
適
応
し
て
行
く

の
は
、
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
の

だ
。　
漸
う
で
良
い
の
だ
。
し
か
し
確
実
に

退
く
こ
と
を
無
く
、
真
の
道
を
教
え
示

す
こ
と
が
使
命
で
あ
る
。

（写^は東
京
本
願
寺
大
谷
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
準
備
委
員
会
総
会
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三
月
十
二
日
午
後
一
時
半
よ
り
、
東
京
本
願

寺
大
谷
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
十
二
回
世
界
仏

教
徒
会
議
日
本
大
会
準
備
委
員
会
第
二
回
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　
準
備
委
員
九
十
余
人
の
う
ち
、
五
十
四
名
が

出
席
し
、
定
刻
よ
り
少
々
遅
れ
て
開
会
さ
れ
、

◇
…
実
行
委
員
の
委
嘱
状
の
伝
達

田
辺
哲
崖
全
日
仏
理
事
長
挨
拶
の
あ
と
、
麻
布

照
海
準
備
委
員
長
が
座
長
と
な
っ
て
議
事
が
す

す
め
ら
れ
た
。

　
ま
ず
準
備
委
員
会
を
実
行
委
員
会
に
移
行
す

る
件
が
審
議
さ
れ
、
準
備
委
員
会
各
委
員
の
今

ま
で
の
む
苦
労
を
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後

の
ご
助
力
を
願
う
言
葉
の
あ
と
で
承
認
。

　
次
に
事
務
局
よ
り
、
新
し
く
御
就
任
を
願
っ

た
委
員
の
紹
介
が
さ
れ
、
実
行
委
員
を
代
表
し

て
西
口
公
教
委
員
（
真
言
宗
国
分
寺
派
）
に
、

田
辺
理
事
長
よ
り
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
、
実
行
委
員
長
と
副
委
員
長
の
選

出
が
は
か
ら
れ
、
選
考
委
員
会
を
別
に
も
う
け

そ
の
委
員
は
、
準
備
委
員
会
小
委
員
会
の
委
員

が
あ
た
る
旨
の
事
務
局
案
が
採
択
さ
れ
た
。
別

室
に
て
協
議
の
結
果
、
次
の
方
々
が
選
考
さ
れ

た
。
実
行
副
委
員
長

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

な
お
、

若真新白磁桜

林渓間幡井井

隆義信憲堅大

帯出雄祐教導

師師師師師師

委
員
長
に
つ
い
て
は
、
副
委
員
長
の

　
　
　
　
　
　
　
互
選
に
よ
っ
て
桜
井
大
乗

　
　
　
　
　
　
　
師
が
推
挙
さ
れ
た
が
東
京

　
　
　
　
　
　
　
都
仏
教
連
合
会
の
機
関
承

　
　
　
　
　
　
　
認
を
経
た
の
ち
に
、
正
式

　
　
　
　
　
　
　
決
定
さ
れ
る
は
こ
び
に
な

　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
選
考
経
過
が
、
全

　
　
　
　
　
　
　
体
に
は
か
ら
れ
承
認
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
　
実
行
委
員
会
の

各
種
委
員
会
の
構
成
に
う
つ
り
、
事
務
局
よ
り

各
委
員
氏
名
と
各
委
員
長
が
発
表
さ
れ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
委
員
会
間
の
委
員
移
動
や
追
加

等
の
意
見
が
提
出
さ
れ
、
事
務
局
よ
り
各
師
の

意
志
を
十
分
尊
重
し
て
考
慮
さ
せ
て
頂
く
旨
の

発
言
が
あ
っ
た
。
直
ち
に
九
委
員
会
に
分
か
れ

て
種
々
の
問
題
に
対
し
て
、
熱
心
な
討
議
が
な

さ
れ
た
が
、
実
行
委
員
会
と
し
て
は
初
会
合
で

あ
る
の
で
、
顔
合
せ
と
お
た
が
い
の
意
見
の
交

換
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
。

・
こ
の
後
、
桜
井
師
の
音
頭
で
乾
杯
が
行
な
わ

れ
、
来
年
十
月
の
大
会
を
目
ざ
し
て
一
層
の
努

力
を
重
ね
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
◎

　
　
（
総
務
委
員
会
）

黒西杉塩浅
田村谷入井

白輝義亮堅
純成純達教

四真中白伊
宮渓田幡東

正義千憲堅
音貫朗佑純

村和西白桜
雨田口川井

博仁公良大
道雅教純乗

　
　
（
勧
募
委
員
会
）

①
阿
部
　
竜
文
　
久
保
埜
太
清

清
水
谷
孝
尚

　
新
聞

　
持
田

　
中
山

　
寺
田

②
大
越

　
小
林

③
麻
生

　
川
口

　
斎
　
藤
田

　
渡
辺
浅
井

自尚良隆良恵昭真孝康富貫信
香道英套信光延龍仁順士意雄

高清山大北池井倉小黒岩柳鈴
吉胤下石河田村茂崎田本　木
　　　　原
清徹通好公泰胤良竜野月蝕霊
堂昭雄文典道応海雄志典堅孝

高松小花小勝丸郡笠若芝和千
島下林田林部、山司井開村久坂
　　　　　　　　　績
広重慶英忍広宗博照真智博精
勝道存忠戒正隆道道人豊隆道

　
（
渉
外
委
員
会
）

長
田
順
海
猪
瀬

門
屋
大
寿
黒
川

古
宇
田
亮
文
　
酒
井

土
持
良
栄
福
井

土
佐
舜
成

　
（
広
報
委
員
会
）

河
野
亮
永
永
倉

中
村
啓
識
阪
口

秋
葉
善
弥
大
倉

佐
藤
良
純
島

　
（
式
典
委
員
会
）

豊謙孝宝
信祐亀山

藤神小小
井野出沢

省
元
秀
峰
一

真
噌　
　
　
2

真
水
　
　
　
一

啓律祐嘉
隆現瑞文

楠村醸
　野尼

興宣清
雅忠之

新宮福田梶若
井城島野原林

智泰光憲隆隆
清年信宥也光

吉井坂仲榊伊
田上本田原藤

啓日観順帰完
堂宏晃和逸夫

高灘北新田石
辻島島美中上

灘行纒孝文慈
雄宣昭道盛敬

　
（
会
議
委
員
会
）

金
岡
秀
友
小
宮

岩
佐
哲
雄
後
藤

勝
憲
伊
東
康
雄

純
一
　
田
沢
友
海
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中
根
目
正
北
条

山
田
　
一
真
真
柄

美
濃
部
薫
一
　
小
倉

　
（
接
待
委
員
会
）

板
橋
宥
成

大
橋
富
士
子

能
邨
英
士

壬
生
照
順

前
田
達
示

赤池三遷内
内田本谷田

賢
三
　
望
月
良
晃

信
雄
西
郊
良
光

俊
明

大
寛
　
及
川

四
三
近
藤

宏
昌
　
三
口

榮
輝
八
橋

七
郎

秀暉隆真
雄子敬介

　
（
経
理
委
員
会
）

大
島
見
道
中
　
恵
念
岩
脇
宏
信

和
田
龍
宏
　
友
繁
　
禅
弘
　
村
松
　
賢
英

　
（
記
念
事
業
委
員
会
）

三王橋田花
蓮村本村山

性悪照完勝
純玄稔誓友

佐
伯
　
真
光
　
宝
田
　
正
道

奈
良
　
康
明
　
野
呂
　
東
進

松
涛
　
弘
道
　
安
田
　
圭
司

川
島
　
宏
之
　
小
笠
原
隆
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
●
　
願

大
会
準
備
経
過
の
中
間
報
告

　
昭
和
五
十
年
五
月
二
十
六
日
、
タ
イ
国
の
バ

ン
コ
ク
で
開
か
れ
た
W
F
B
執
行
委
員
会
に
出

席
し
た
桜
井
大
乗
全
日
仏
事
務
総
長
（
当
時
）

は
、
第
十
二
回
大
会
の
日
本
開
催
を
非
公
式
な

が
ら
要
請
さ
れ
た
◎
十
月
一
～
二
日
に
開
催
さ

れ
た
全
日
本
仏
教
徒
会
議
兵
庫
大
会
に
全
日
仏

提
案
「
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W
F
B
大
会
）
を

日
本
で
開
催
し
よ
う
」
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ

を
う
け
て
十
月
二
十
一
日
、
全
日
仏
国
際
専
門

委
員
会
で
第
十
二
回
大
会
開
催
案
を
検
討
、
数

次
の
会
議
を
経
て
「
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会

議
日
本
開
催
に
関
す
る
答
申
」
を
出
す
。
十
二

月
十
四
日
に
バ
ン
コ
ク
で
開
か
れ
た
W
F
B
執

行
委
員
会
の
席
上
、
清
胤
徹
昭
全
日
仏
国
際
文

化
局
長
（
当
時
）
は
、
日
本
開
催
の
要
請
に
考

慮
中
と
返
答
し
た
。
十
二
月
二
十
二
日
の
常
務

理
事
会
（
智
積
院
）
で
は
大
会
開
催
の
積
極
的

な
意
見
は
な
か
っ
た
。

　
昭
和
五
十
一
年
一
月
十
九
日
に
開
か
れ
た
十

大
宗
派
宗
務
総
長
会
議
（
智
積
院
）
で
は
開
催

の
方
向
づ
け
が
な
さ
れ
た
が
、
予
算
を
極
力
つ

め
る
よ
う
要
望
が
あ
っ
た
。
一
月
二
十
五
日
の

理
事
・
評
議
員
会
（
ソ
ー
ト
ー
ビ
ル
）
で
「
第

十
二
回
大
会
」
を
日
本
で
開
催
し
て
も
よ
い
と

の
方
向
が
出
た
◎
二
月
十
九
日
に
バ
ン
コ
ク
で

開
催
さ
れ
た
「
第
十
一
回
世
界
仏
教
徒
会
議
タ

イ
大
会
」
の
W
F
B
執
行
委
員
会
に
出
席
し
た

鱒
渕
正
浩
全
日
仏
事
務
総
長
は
「
他
に
開
催
を

す
る
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
日
本
で
開
催
し
て
も

よ
い
」
と
発
言
、
二
月
二
十
四
日
の
同
全
体
会

に
お
い
て
次
回
大
会
開
催
地
を
日
本
と
決
定
。

三
月
十
一
日
に
は
国
際
専
門
委
員
会
が
日
本
開

催
準
備
世
話
人
会
設
置
を
提
議
し
、
四
月
十
二

日
の
常
務
理
事
会
（
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）

で
設
置
が
承
認
さ
れ
た
。

　
四
月
十
六
日
に
十
八
名
か
ら
な
る
準
備
世
話

人
会
が
発
足
し
、
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
一
～

六
日
を
予
定
期
日
と
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
委

員
会
を
作
り
細
目
を
検
討
す
る
と
い
う
方
針
を

だ
し
た
。
四
月
三
十
日
に
は
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

委
員
会
が
発
足
し
、
数
次
の
会
合
に
て
プ
ラ
ン

を
練
る
。
五
月
十
六
日
の
全
日
本
仏
教
徒
会
議
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去
る
三
月
十
一
日
午
後
六
時
よ
り
東
京
浅

草
の
浜
田
商
店
会
議
室
に
お
い
て
、
花
山
勝

友
、
佐
伯
真
光
、
松
涛
弘
道
の
各
師
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
、
仏
教
英
語
学
生
の
養
成
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　
仏
教
英
語
学
生
養
成
は
、
明
年
十
月
に
開

催
さ
れ
る
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本

大
会
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
計
画
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
仏
教
英
語
の
研
修
を
通
し

ω
募
集
に
つ
い
て
　
原
則
と
し
て
大
学
二
、

三
年
生
を
対
象
と
し
、
大
正
　
駒
沢
、
立

正
、
東
洋
、
武
蔵
野
、
鶴
見
、
宝
島
等
の
各

大
学
よ
り
二
、
三
名
御
推
薦
を
い
た
だ
く
と

共
に
、
ポ
ス
タ
ー
、
新
聞
等
に
よ
り
公
募
す

る
。②
期
日
　
昭
和
五
十
一
年
五
月
よ
り
、
毎
週

一
回
平
日
の
午
後
六
時
か
ら
、
ほ
か
に
年
二

回
、
集
中
講
議
を
行
う
予
定
。

一
W
F
B
日
本
大
会
記
念
事
業
－

て
国
際
的
視
野
を
ひ
ろ
め
、
海
外
と
の
仏
教

文
化
交
流
の
場
で
活
躍
す
る
者
を
育
成
す
る

こ
と
を
主
眼
と
し
て
、
更
に
は
、
こ
れ
を
機

会
に
永
続
的
組
織
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
世
界
仏
教
徒
会
議
開
催
の

際
に
は
、
海
外
代
表
の
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
と
し

て
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
十
一
日
の
会
合
で
決
定
し
た
募
集
要
項
は

　
　
の
通
り
で
あ
る
。

㈲
講
師
花
山
勝
友
、
佐
伯
真
光
、
松
涛
弘

道
、
小
笠
原
隆
元
、
田
村
完
誓
、
奈
良
康
明
、
働
創

坂
東
性
純
の
各
師
が
あ
た
る
予
定
。
ま
た
、

騨
　
　
　
ミ
亀
。
、
、
、
、
ミ
ミ
馳
晦
、
ミ
ミ
、
、
、
嗣
馳
、
、
、
、
、
、
ミ
聰
馳
、
、
、
、
、
ミ
、
亀
亀
、
、
、
、
、
、
ミ
馳
亀
ミ
、
、
ミ
ミ
亀
亀
ミ
、
ミ
、
ミ
噛
馳
、
、
、
、
ミ
ミ
聰
亀
ミ
、
、
ミ
ミ
聰
聰
ミ
、
、
、
、
ミ
亀
－
、
、
、
、

　
　
　
、
一
匹
ミ
ミ
ミ
ミ
馳
馳
、
ミ
、
ミ
ミ
璽
亀
隔
ミ
ミ
亀
竃
亀
亀
ミ
ミ
ミ
ミ
馳
馳
「
亀
ミ
ミ
し
馳
聰
ミ
・
ミ
ミ
・
融
融
こ
電
ミ
ミ
自
竜
ミ
ミ
・
ミ
・
融
－
竃
ミ
ミ
ミ
ー
瞳
・
ミ
ミ
ミ
鴨
聰
聰
亀
ミ
鴨
、
ぢ

三
重
大
会
に
は
「
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議

日
本
大
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
」
と
の
提
案
に
、

仏
教
徒
は
全
力
を
あ
げ
て
輝
北
に
協
力
し
よ
う

と
い
う
決
議
が
な
さ
れ
た
。
七
月
二
十
一
日
に

開
か
れ
た
宗
務
総
長
会
・
常
務
理
事
会
（
和
順

会
館
）
に
お
い
て
宗
派
負
担
金
、
加
盟
団
体
協

力
金
、
準
備
委
員
会
の
発
足
な
ど
が
承
認
さ
れ

た
が
、
九
月
十
六
日
の
理
事
会
（
東
京
本
願

場
合
に
よ
り
外
人
講
師
を
招
請
す
る
。

ω
申
込
先
　
W
F
B
日
本
大
会
事
務
局

　
　
　
　
台
東
区
西
浅
草
一
－
五
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
日
本
仏
教
会
内
）

　
　
　
　
　
〇
三
（
3
4
8
）
六
三
四
一
～
三

⑤
締
切
四
月
末
日
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　　爾
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寺
）
に
お
い
て
、
準
備
委
員
会
が
発
足
し
て
も

そ
の
中
に
小
委
員
会
を
作
り
よ
り
細
目
を
検
討

す
る
よ
う
提
示
さ
れ
た
。

　
十
月
六
日
、
準
備
委
員
会
発
会
式
（
東
京
本

願
寺
）
が
行
な
わ
れ
、
準
備
委
員
長
に
麻
布
照

海
、
副
委
員
長
に
岡
野
貴
美
子
・
若
林
隆
光
・

真
渓
義
貫
・
桜
井
大
乗
の
各
藩
が
選
出
さ
れ
た

あ
と
、
経
過
報
告
、
準
備
世
話
人
会
案
説
明
さ

3

’

，
キ
　
　
」
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号
、
小
委
員
会
の
委
員
を
選
出
し
た
。
小
委
員

会
は
十
月
二
十
二
日
に
初
会
合
を
も
ち
、
い
ま

ま
で
の
計
画
を
反
省
総
括
、
勧
財
と
企
画
の
二

委
員
会
に
分
れ
、
よ
り
実
現
可
能
な
計
画
と
な

る
よ
う
に
つ
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
十
月

二
十
九
日
に
企
画
委
員
会
が
開
か
れ
、
大
会
組

織
、
人
事
、
日
程
、
テ
ー
マ
、
趣
意
書
な
ど
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
十
一
月
八

日
は
愈
愈
委
員
会
が
開
か
れ
、
大
綱
と
し
て
は

今
ま
で
の
全
仏
事
務
局
案
を
踏
襲
す
る
が
、
歓

迎
大
会
に
つ
い
て
は
募
金
と
動
員
を
切
り
は
な

し
て
計
画
を
立
て
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
十
一
月
十
九
日
の
マ
レ
ー
シ
ア
国
ペ
ナ
ン
で

開
か
れ
た
W
F
B
執
行
委
員
会
に
石
川
国
際
部

主
事
が
出
席
、
第
十
二
回
大
会
開
催
の
日
本
案

を
提
示
し
承
認
を
得
た
。
ま
た
今
後
の
準
備
運

営
に
つ
い
て
も
大
幅
に
日
本
の
自
由
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
，
　
．
　
0
　
・

第
1
2
回
世
界
仏
教
徒
会
議

日
本
大
会
開
催
趣
意
書

　
日
本
文
化
の
歴
史
に
お
い
て
仏
教
の
果
し
た

役
割
は
、
そ
の
全
て
が
仏
教
で
あ
る
と
言
え
る

ほ
ど
重
且
大
な
る
こ
と
は
万
人
の
認
め
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
一
方
現
代
で
は
進
歩
革

新
の
名
の
下
に
仏
教
の
価
値
を
歪
め
、
沓
掛
化

し
よ
う
と
す
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
も
否
め
ま
せ

ん
。
　
し
か
し
仏
教
を
お
い
て
他
に
、
今
日
の
、
そ

し
て
未
来
の
世
界
人
類
を
救
い
得
る
指
導
原
理

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
一
部
の
も
の
が
無
知
か

ら
仏
教
を
軽
視
し
て
得
々
と
し
て
い
る
と
き
、

　
十
一
月
三
十
日
の
常
務
理
事
会
（
東
京
本
願

寺
）
で
麻
布
照
海
師
を
事
務
局
長
と
決
め
、
十

二
月
二
十
三
日
の
十
大
宗
派
宗
務
総
長
会
議

（
和
順
会
館
）
で
は
各
種
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

　
昭
和
五
十
二
年
一
月
二
十
一
日
の
準
備
小
委

員
会
で
予
算
、
日
程
、
組
織
に
つ
い
て
の
案
を

ま
と
め
、
一
月
二
十
六
日
に
開
か
れ
た
常
務
理

事
会
、
宗
務
総
長
会
、
理
事
、
評
議
員
会
（
京

都
ホ
テ
ル
）
に
提
示
し
承
認
を
得
た
。
こ
れ
に

よ
り
二
月
九
日
に
は
実
行
委
員
の
推
せ
ん
を
加

盟
団
体
に
依
頼
、
二
月
十
日
に
は
テ
ー
マ
の
公

募
を
発
表
し
た
。
二
月
十
七
日
の
準
備
小
委
員

会
で
脂
漏
趣
意
書
は
一
般
向
け
と
寺
院
向
け
と

に
分
け
て
作
成
す
る
こ
と
と
な
り
、
二
月
二
十

四
日
に
寺
院
向
け
、
二
十
五
日
に
一
般
向
け
趣

意
書
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
三
月
十
一
日
に
は

仏
教
英
語
学
生
養
成
の
た
め
の
予
備
会
が
開
か

れ
具
体
案
が
だ
さ
れ
た
。

科
学
文
明
に
行
詰
っ
た
人
々
や
、
困
難
な
霊
界

に
置
か
れ
た
国
々
の
民
衆
は
、
仏
教
こ
そ
唯
一

最
高
の
教
法
と
し
て
、
こ
れ
を
求
め
、
こ
れ
を

ま
も
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
わ
れ
わ
れ
日
本
の
仏
教
徒
は
こ
の
持
て
る
宝

に
新
し
い
息
吹
を
与
え
、
求
め
る
も
の
に
は
手

を
さ
し
の
べ
、
ま
も
っ
て
い
る
人
々
と
は
手
を

携
え
て
、
人
類
の
未
来
を
光
あ
る
も
の
と
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
昭
和
二
十
七
年
戦
火
の
余
燈
さ
め
や
ら
ぬ
焦

土
の
上
に
第
二
器
世
界
仏
教
徒
会
議
を
開
催
し

た
先
人
の
志
は
、
物
資
の
欠
乏
の
中
に
全
て
を

見
失
い
か
け
て
い
た
人
々
の
魂
を
よ
み
が
え
ら

せ
、
わ
が
国
再
生
の
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
せ
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
、
今
わ
れ
わ
れ
が

物
の
豊
か
さ
に
溺
れ
な
が
ら
も
繁
栄
へ
の
反
省

と
人
類
の
未
来
に
の
ぞ
く
深
黒
へ
の
怖
れ
を
早

う
る
心
を
失
わ
ず
に
い
る
の
は
、
日
本
文
化

の
中
に
多
年
仏
教
が
つ
ち
か
っ
て
来
た
教
頭
の

余
薫
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
全
世
界
に
六
十
余
の
支
部
を
結
成
し
て
仏
陀

の
光
を
守
り
つ
つ
あ
る
W
F
B
世
界
仏
教
徒
連

盟
の
人
々
は
、
来
る
昭
和
五
十
三
年
十
月
わ
が

国
に
開
催
さ
れ
る
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
日
本

大
会
に
会
合
し
て
、
世
界
の
現
状
を
、
人
類
の

未
来
を
照
す
具
体
的
方
策
を
練
る
べ
く
強
く
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
今
こ
そ
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
強
き
期
待
に
応
え

て
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
日
本
大
会
を
成
功
に

導
き
、
わ
が
国
の
文
化
思
想
の
中
に
仏
教
の
持

つ
正
し
い
位
置
を
広
く
認
識
さ
せ
更
に
高
揚
さ

せ
る
と
共
に
、
集
い
来
る
全
世
界
の
仏
教
徒
と

衆
智
を
結
集
し
て
、
人
類
の
未
来
に
み
仏
の
光

を
仰
く
よ
う
、
全
日
本
仏
教
徒
の
大
奮
起
大
結

集
を
こ
い
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
1
2
回
世
界
仏
教
徒
会
議

日
本
大
会
ご
挨
拶

謹
啓
　
時
下
ま
す
ま
す
御
昼
律
大
慶
に
存
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
昭
和
二
十
七
年
第
二
回
世
界
仏
教
徒
会

議
を
わ
が
国
に
於
て
開
催
し
宗
教
の
面
に
お
い

て
も
平
和
文
化
国
家
仲
間
入
り
の
念
願
を
果
し

併
せ
て
全
日
本
仏
教
会
結
成
の
成
果
を
あ
げ
て

か
ら
既
に
二
十
五
年
が
経
過
致
し
ま
し
た
。
こ

の
聞
主
と
し
て
勤
勉
な
国
民
性
は
四
囲
の
状
勢

の
赴
く
処
と
相
ま
っ
て
世
界
各
国
が
わ
が
国
の

経
済
的
進
展
を
驚
異
の
眼
を
以
て
迎
え
る
程
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
に
伴
っ
て
漸
く
社

会
秩
序
の
混
乱
、
公
害
、
国
民
老
令
早
書
の
諸

問
題
が
相
つ
い
で
継
起
し
て
参
り
ま
し
た
こ
と

も
周
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

　
わ
が
仏
教
界
が
そ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
そ
れ

ぞ
れ
の
場
面
で
努
力
対
処
し
て
参
り
ま
し
た
こ

と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
成
果
に
つ
い

て
は
必
ず
し
も
理
想
を
達
成
し
得
て
い
る
と
は

申
し
難
い
現
状
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
仏
教
界
の
過
去
の
栄
光
を
思
え
ば
わ
れ
わ

れ
に
奮
起
一
番
の
大
竃
．
力
が
要
請
さ
れ
て
い
る

こ
と
今
日
ほ
ど
切
な
る
と
き
は
無
い
と
申
せ
ま

し
ょ
う
。

　
御
承
知
の
通
り
昭
和
五
十
三
年
十
月
に
は
第

十
二
回
世
界
仏
教
徒
日
本
大
会
が
W
F
B
世
界

仏
教
徒
連
盟
全
支
部
の
要
請
を
う
け
て
開
催
さ

れ
ま
す
。
世
界
各
地
の
仏
教
徒
取
わ
け
仏
教
圏

ア
ジ
ア
諸
国
の
代
表
は
開
発
途
上
の
国
情
と
も

考
え
合
せ
現
在
将
来
の
社
会
に
対
し
仏
教
の
果

し
且
持
つ
べ
き
役
割
に
つ
い
て
の
指
導
を
わ
が

国
に
求
め
わ
れ
わ
れ
の
想
像
以
上
の
期
待
を
持

っ
て
参
会
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
ま
た
仏
教
自
体
、
と
り
わ
け
大

粟
仏
教
の
存
在
理
由
が
問
わ
れ
る
こ
と
で
も
あ

り
今
日
些
か
停
滞
の
観
あ
る
仏
教
界
全
般
の
活

動
を
促
す
碧
天
の
呼
声
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

平
生
各
界
部
門
に
御
活
躍
の
貴
君
に
お
か
れ
て

は
何
率
事
情
賢
察
の
上
日
本
仏
教
界
百
年
の
大

計
が
ひ
い
て
は
未
来
人
類
の
福
祉
安
寧
に
直
結

す
る
現
状
に
思
い
を
致
さ
れ
別
紙
事
業
計
画
並

び
に
募
金
要
領
に
奮
っ
て
御
賛
同
の
上
特
段
の

御
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
衷
心
よ
り
お
願
申

上
げ
ま
す
。
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＝

埼
玉
大
会
の
準
備
進
む

ス
ロ
ー
ガ
ン
な
ど
き
ま
る

　
来
る
十
月
七
日
に
開
催
さ
れ
る
第
二
十
五
回

全
日
本
仏
教
徒
会
議
埼
玉
大
会
に
つ
い
て
の
準

備
委
員
会
が
二
月
二
十
四
日
・
三
月
十
二
日
に

全
仏
会
議
室
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
諸
事
決
定

を
み
た
。

　
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
仏
教
を
現
代
に
生
か
そ

う
一
い
の
ち
を
大
切
に
」

　
要
旨

　
は
か
り
知
れ
ぬ
財
宝
を
う
ち
に
秘
め
な
が

ら
、
そ
の
真
価
が
世
に
知
ら
れ
ぬ
も
の
一
そ
れ

は
仏
教
で
あ
る
。
い
ま
や
、
人
類
を
あ
げ
て
未

来
へ
の
不
安
に
お
の
の
き
つ
つ
あ
る
と
き
、
わ

れ
ら
仏
教
徒
は
、
世
界
の
苦
悩
を
救
い
、
来
る

べ
き
時
代
の
指
導
原
理
た
る
べ
き
も
の
は
、
仏

教
を
お
い
て
ほ
か
に
な
い
と
確
信
し
て
い
る
。

問
題
は
、
仏
教
の
も
つ
宝
を
ど
の
よ
う
に
し
て

現
代
生
活
に
い
か
し
、
全
人
類
共
有
の
財
産
と

す
る
か
の
具
体
的
方
途
に
あ
る
。

　
昭
和
二
十
七
年
、
日
本
仏
教
徒
の
大
同
団
結

な
っ
て
よ
り
す
で
に
四
半
世
紀
、
そ
の
方
途
は

着
実
に
実
行
に
移
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
し
か
も

前
途
を
望
め
ば
、
理
想
達
成
は
遠
い
未
来
に
属

す
る
。
第
二
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
埼
玉

大
会
開
催
に
あ
た
り
、
わ
れ
ら
は
一
層
、
責
務

嗣

の
重
大
さ
を
自
覚
し
、
目
標
達
成
を
誓
わ
ね
ば

な
ら
ぬ
。

　
明
年
十
月
、
全
世
界
の
仏
教
徒
代
表
を
集
め

て
、
世
界
仏
教
徒
会
議
が
日
本
で
開
催
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
仏
教
徒
が
よ
り
広
い
国
際
的

視
野
に
立
っ
て
、
人
類
と
仏
教
の
将
来
を
考
え

る
時
が
、
ま
さ
に
到
来
し
た
。
埼
玉
大
会
に
お

い
て
も
、
わ
れ
ら
は
空
論
を
排
し
、
現
実
に
眼

を
向
け
て
、
仏
教
を
現
代
に
い
か
す
道
を
討
議

し
た
い
と
お
も
う
。

　
西
に
秩
父
の
山
々
を
望
む
関
東
の
沃
野
埼
玉

県
に
志
あ
る
全
国
の
仏
教
徒
が
参
集
さ
れ
た
こ

と
を
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
な
お
各
部
会
の
テ
ー
マ
も
決
定
し
た
。

　
第
一
部
会
（
僧
侶
）

　
仏
教
を
現
代
に
生
か
す
具
体
的
方
策

　
第
二
部
会
（
檀
信
徒
）

　
日
常
生
活
に
仏
教
を
生
か
す
具
体
的
方
策

　
第
三
部
（
婦
人
）

　
婦
人
の
生
活
に
仏
教
を
生
か
す
方
策
に
つ
い

て　
第
四
部
会
（
青
年
）

　
青
年
の
生
活
に
仏
教
を
生
か
す
具
体
的
方
策

　
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
そ
っ
た
具
体
的
な
提
案

が
全
仏
教
加
盟
団
体
か
ら
よ
せ
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

　
埼
玉
大
会
準
備
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は

次
の
通
り
で
あ
る
。
　
（
敬
称
略
）

　
委
員
長
・
桜
井
大
乗

　
委
員
　
松
涛
弘
道
、
佐
伯
真
光
、
花
山
勝
友

伊
東
堅
純
、
白
川
良
純
、
若
林
隆
光
、
摩
尼
清

之
、
井
上
日
宏
、
板
橋
宥
成
、
郡
司
博
道
、
船

口
暉
子
、
新
間
信
雄
、
清
水
谷
孝
尚
、
柳
了
堅

小
出
秀
峰
、
北
之
内
真
竜
、
山
本
道
隆
、
河
野

亮
永
、
押
野
見
順
栄

辱
青
き
ま
る

実
行
委
員
会
結
成

　
財
団
法
人
埼
玉
県
仏
教
会
（
会
長
大
島
丁

々
）
で
は
、
三
月
十
四
日
、
浦
和
の
埼
仏
会
館

で
第
三
回
四
仏
大
会
準
備
委
員
会
を
開
き
、
協

議
の
上
、
第
一
回
実
行
委
員
会
に
切
換
え
る
こ

と
を
決
議
、
実
行
委
員
長
大
島
見
道
、
副
委
員

長
に
岩
崎
迫
田
・
山
本
道
隆
、
事
務
局
長
押
了

堅
、
同
次
長
河
野
亮
永
氏
を
き
め
、
実
行
予
算

を
次
の
通
り
決
定
し
た
。

　
第
2
5
回
全
仏
会
議
埼
玉
大
会
実
行
予
算

収
人
の
部

一
、
全
仏
交
付
金

二
、
寺
院
協
力
金

三
、
特
別
賛
助
金

四
、
大
会
参
加
費

二
、
八
五
八
万
円

　
　
一
五
〇
万
円

一
、
二
二
五
万
円

一
、
○
○
○
万
円

　
　
四
五
〇
万
円

言語土熱八賦廼≒歌評
’’” 槙ｩ紀会広印記参謝会の雑
誌黒甜募奪議類比礼黙認
　　　　　　　　　　　　　設　　　　　　　　動信代昼備支基及費　作
　　本県　費成費費費　食費備　入
費出金仏　　費　　　　代　費

　
三
三
万
円

八
五
八
万
円

　
六
八
万
円

　
七
〇
万
円

　
八
五
万
円

二
四
〇
万
円

二
〇
〇
万
円

三
〇
〇
万
円

一
〇
〇
万
円

三
四
〇
万
円

一
三
〇
万
円

五
〇
〇
万
円

　
七
五
万
円

五
〇
〇
万
円

　
五
〇
万
円

一
〇
〇
万
円

　
以
上
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商
標
登
録
に
つ
い
て
細
引

商
品
化
さ
れ
る
宗
教
用
語
や
紋
章

　
日
本
宗
教
連
盟
（
構
成
団
体
一
教
派
神
道
連

合
会
、
全
日
本
仏
教
会
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連

合
会
、
神
社
本
庁
、
新
日
本
宗
教
団
体
連
合

会
）
で
は
、
宗
教
用
語
の
商
標
登
録
を
め
ぐ
る

係
争
が
こ
こ
数
年
に
わ
た
り
多
発
し
、
そ
の
た

め
宗
教
界
内
部
に
お
い
て
混
乱
を
ま
ね
き
、
迷

惑
の
か
か
る
教
団
も
み
ら
れ
る
た
め
、
一
昨
年

よ
り
本
理
事
会
に
お
い
て
こ
の
間
題
を
取
り
上

げ
、
審
議
を
行
な
っ
て
来
た
。

　
年
々
経
済
情
勢
が
急
速
に
進
展
す
る
の
に
伴

い
宗
教
用
語
、
紋
章
な
ど
が
商
標
、
商
品
化
さ

れ
、
商
標
登
録
出
願
が
増
発
し
、
問
題
は
深
刻

化
し
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
宗
教
用
語
の
商
標
登
録
が
宗
教
画
の
問

題
と
な
っ
た
の
は
、
十
数
年
前
、
宗
教
界
外

の
人
に
よ
っ
て
知
ら
ぬ
間
に
商
標
登
録
が
な
さ

れ
る
と
い
う
事
件
に
端
を
発
し
、
調
査
し
た
結

果
、
　
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
　
「
南
無
阿
弥
陀

仏
」
「
心
経
」
　
「
般
若
」
　
「
般
若
心
経
」
　
「
妙

法
」
「
霊
鑑
」
等
が
登
録
申
請
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
た
。
そ
の
後
世
界
救
世
教
よ
り
、

「
メ
シ
ヤ
」
「
大
日
本
み
ろ
く
教
団
」
「
み
ろ

く
教
」
「
み
ろ
く
神
教
」
な
ど
に
つ
い
て
次
々

　
　
商
標
登
録
申
請
さ
れ
た
紋
章
の
例

と
商
標
登
録
の
申
請
が
な
さ
れ
た
。

　
こ
の
た
め
本
連
盟
で
は
昭
和
五
十
年
一
月
二

十
四
日
（
当
時
庭
野
日
敬
理
事
長
）
名
を
も
っ

て
、
特
許
庁
長
官
宛
要
望
書
を
提
出
す
る
は
こ

び
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
今
後
の
混
乱
を
防
ぐ
た

め
、
宗
教
の
本
質
的
な
も
の
が
失
な
わ
れ
な
い

よ
う
考
慮
し
て
「
宗
教
上
、
お
よ
び
宗
教
団
体

に
関
連
の
あ
る
用
語
」
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は

慎
重
に
善
処
さ
れ
る
こ
と
を
文
化
庁
宗
務
課
を

通
し
特
許
庁
へ
要
望
し
、
そ
れ
と
併
せ
て
、
加

盟
協
賛
団
体
、
都
府
県
宗
教
連
盟
、
各
宗
教
団

体
代
表
者
宛
“
宗
教
用
語
等
の
商
標
登
録
に
つ

い
て
の
自
粛
”
の
お
願
い
を
し
た
。
そ
の
後
特

許
庁
の
方
々
と
本
連
盟
幹
事
並
び
に
各
協
賛
団

体
関
係
代
表
者
を
ま
じ
え
懇
談
会
が
持
た
れ
、

今
後
は
こ
れ
を
連
絡
会
と
し
て
三
カ
月
お
き
、

ま
た
は
必
要
に
応
じ
開
催
す
る
こ
と
を
申
し
合

わ
せ
た
。

　
昭
和
五
十
二
年
三
月
、
青
森
県
の
一
業
者
よ

り
日
本
酒
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
」
な
る
商
標

商
品
が
申
請
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
宗
教
用

語
の
商
標
登
録
申
請
に
つ
い
て
は
何
ら
か
の
法

的
借
置
が
望
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
◎

　
以
上
の
6
と
き
現
状
で
、
先
般
、
全
仏
を
通

し
て
御
依
頼
い
た
し
ま
し
た
「
紋
章
」
に
つ
い

て
も
申
請
物
件
へ
の
防
禦
資
料
と
し
て
特
許
庁

へ
提
出
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
何
卒
よ
ろ
し
く
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

真
の
合
掌
の
心
を
生
む
御
仏
像
を

槍
の
一
刀
彫
聖
観
世
音
菩
薩

今
日
の
空
し
い
こ
と
の
多
い
人
間
社
会
の
中
で
、
仏
の
偉
大
な
力

を
授
か
ろ
う
と
す
る
人
々
は
数
多
く
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
我
が
心
の
寺
院
が
、
戦
前
戦
後
の
混
乱
期
に
、
尊
い

御
尊
像
を
失
っ
て
、
魂
こ
そ
残
っ
て
は
い
ま
す
が
、
お
姿
の
見
ら

れ
な
い
、
と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
。
こ
こ
に
当
協
会
の
長
年
の
指

導
の
も
と
に
観
仙
一
門
が
心
血
を
注
い
で
謹
刻
し
ま
し
た
一
灯
、

一
華
を
献
じ
さ
せ
ら
れ
る
気
持
に
な
る
聖
観
世
音
菩
薩
立
像
で
す
。

限
定
木
彫
と
し
て
、
宗
教
法
人
の
皆
さ
ま
に
格
安
に
て
御
奉
仕
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
申
込
み
方
法
は
電
話
又
は
ハ
ガ
キ
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

受
付
電
話

84㎝（2．75尺）

檜

￥320，000

長
一
当

全
材
価

日
本
彫
塑
普
及
協
会
御
尊
仏
奉
仕
部

〒
m
東
京
都
文
京
区
白
山
一
～
三
一
～
一
～
二
〇
二
号

　
　
　
　
　
電
話
0
3
（
八
一
六
）
五
六
四
一
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静
岡
県
仏
も
追
放
決
議

黒い法要

締
め
出
し
各
地
に
広
が
る

　
静
岡
県
仏
教
会
（
小
倉
日

宝
会
長
）
で
は
二
月
十
四
日

の
理
事
会
に
お
い
て
「
黒
い

法
要
・
葬
儀
」
の
拒
否
を
決

議
し
た
。

　
こ
れ
は
第
二
十
四
回
全
日

仏
三
重
大
会
の
決
議
や
、
静

岡
県
警
察
刑
事
部
第
二
課
の
要
請
に
基
ず
い

て
、
暴
力
団
に
よ
る
黒
い
法
要
の
追
放
を
決
議

し
た
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
青
森
・
徳
島
・
茨

城
・
山
梨
・
大
阪
・
三
重
・
長
野
な
ど
数
多
く

の
県
仏
が
黒
い
法
要
を
締
め
だ
し
て
い
る
が
、

こ
の
度
の
静
岡
の
決
議
は
こ
れ
に
続
く
も
の
で

あ
る
。

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
孤
児
に
愛
の
手
を
〃

　
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
は
、
印
パ
戦
争
の
影

響
や
、
モ
ン
ス
ー
ン
な
ど
の
天
災
に
よ
っ
て

大
き
な
被
害
を
う
け
、
お
び
た
だ
し
い
難
民

に
混
じ
っ
て
、
幾
多
の
孤
児
が
飢
え
と
重
い

に
苦
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ダ
ッ
カ
と
チ
ッ
タ
ゴ
ン
に
在
る
「
仏
教
孤

児
院
」
に
は
四
百
名
に
の
ぼ
る
孤
児
が
収
容

さ
れ
、
仏
教
教
育
を
う
け
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
社
会
復
帰
に
努
力
し
て

お
り
ま
す
が
、
日
常
の
食
糧
、
衣
類
、
薬
品

に
い
ま
な
お
相
当
の
欠
乏
を
見
て
お
り
、
そ

の
う
え
孤
児
院
に
入
れ
な
い
孤
児
が
ま
だ
ま

だ
多
数
い
る
と
い
う
窮
状
を
、
同
じ
仏
教
徒

と
し
て
黙
視
し
得
な
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　
何
卒
こ
れ
ら
幾
多
の
孤
児
救
済
の
た
め
に

皆
様
の
善
意
を
伝
達
い
た
し
た
く
、
救
援
資

金
の
募
集
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
御

協
力
下
さ
る
よ
う
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
目
的
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
国
ダ
ッ
カ

　
　
　
　
　
市
在
ダ
ン
マ
ラ
ー
ジ
カ
仏
教
孤

　
　
　
　
　
児
院
・
チ
ッ
タ
ゴ
ン
市
在
ア
グ

　
　
　
　
　
ラ
サ
ラ
仏
教
孤
児
院
に
対
す
る

　
　
　
　
　
救
援

　
送
金
先
　
東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
の
五

　
　
　
　
　
の
五
（
財
）
全
日
本
仏
教
漫
事

　
　
　
　
　
務
総
局

　
　
　
　
　
振
替
　
東
京
2
・
5
9
5
4
7

　
　
　
　
　
　
　
　
（
財
）
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
ロ
座
　
東
海
銀
行
浅
草
支
店

　
　
　
　
　
＝
二
五
一
四
三
七
　
全
日
本
仏

　
　
　
　
　
教
会
・
鎌
田
良
昭

　
主
　
唱
　
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

　
決
議
文
は
次
の
と
う
り
で
あ
る
が
、
な
お
一

層
各
県
仏
に
お
い
て
は
、
暴
力
団
組
織
を
維
持

拡
大
す
る
た
め
の
資
金
集
め
を
目
的
と
す
る
よ

う
な
、
い
わ
ゆ
る
「
黒
い
法
要
・
葬
儀
」
の
追

放
に
努
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
我
々
仏
教
徒
、
就
申
寺
院
住
職
は
、
広
大

無
辺
な
る
仏
陀
の
精
神
に
則
り
“
仏
教
で
強
く

正
し
く
生
き
ぬ
こ
う
〃
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、

如
何
な
る
圧
力
に
も
屈
す
る
事
な
く
、
本
会
の

目
的
の
一
つ
た
る
“
明
る
い
社
会
の
建
設
と
平

和
世
界
の
実
現
〃
と
に
向
っ
て
、
積
極
的
に
寄

与
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
特
に
、

暴
力
団
に
よ
る
所
謂
“
黒
い
法
要
”
と
呼
ば
れ

る
『
威
力
誇
示
や
資
金
集
め
に
利
用
さ
れ
、
又

そ
の
恐
れ
の
あ
る
葬
儀
・
法
要
等
』
に
関
し
て

は
、
勇
気
あ
る
毅
然
た
る
態
度
を
も
っ
て
断
固

こ
れ
を
拒
否
す
る
事
。
又
、
檀
家
・
知
人
で
あ

っ
て
も
、
暴
力
団
員
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
思
わ

れ
る
筋
か
ら
、
葬
儀
・
法
要
等
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
警
察
へ
連
絡
す

る
事
。
右
、
決
議
す
る
。
静
岡
県
仏
教
会
」

文
化
専
門
委
員
会
開
く

委
員
長
に
真
渓
氏
再
選

　
三
月
十
五
日
午
後
二
時
よ
り
、
全
日
仏
会
議

室
に
お
い
て
文
化
専
門
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

左
記
の
議
題
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
。

　
①
委
員
長
選
出
に
つ
い
て

　
文
化
専
門
委
員
の
互
選
と
い
う
こ
と
で
、
前

委
員
長
の
真
渓
義
貫
氏
（
東
洋
大
学
理
事
長
）

が
再
び
選
出
さ
れ
た
。

　
②
W
F
B
日
本
大
会
へ
の
協
力
に
つ
い
て

　
ほ
と
ん
ど
の
委
員
の
方
が
実
行
委
員
と
し
て

バ
ン
グ
ラ
救
援
寄
金

一
万
二
千
八
百
円

中
伊
豆
立
正
大
題
目
講
（
静
岡
）

三
千
円
高
知
て
つ
子

二
千
円

　
横
川
喜
美
子
（
岐
阜
）

協
力
す
る
が
、
文
化
専
門
委
員
会
と
し
て
も
日

本
大
会
に
全
面
的
に
協
力
し
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。

　
③
三
重
大
会
の
決
議
事
項
に
つ
い
て

　
第
二
十
四
回
全
日
仏
三
重
大
会
決
議
事
項
の

な
か
で
文
化
関
係
の
「
仏
教
的
生
涯
計
画
を
た

て
よ
う
」
・
「
文
書
伝
道
を
普
及
さ
せ
よ
う
」

等
に
つ
い
て
話
し
あ
わ
れ
た
。
生
涯
計
画
に
つ

い
て
は
人
口
問
題
・
老
人
問
題
な
ど
非
常
に
む

ず
か
し
い
問
題
を
ふ
ま
え
て
研
究
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
ず
、
い
ず
れ
仏
教
徒
読
本
の
よ
う
な
も

の
を
編
纂
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
だ
さ

れ
た
。
文
書
伝
道
に
つ
い
て
は
第
二
十
五
回
全

日
仏
埼
玉
大
会
の
会
場
に
お
い
て
寺
報
・
寺
通

信
・
伝
道
ハ
ガ
キ
の
ほ
か
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
展

示
を
お
こ
な
い
、
で
き
れ
ば
優
秀
作
品
に
は
賞

を
だ
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
話
し
合
い
が
さ
れ

た
。
　
（
た
だ
こ
の
場
合
は
何
を
基
準
と
す
る
か

な
ど
判
定
が
難
か
し
い
、
或
い
は
優
劣
は
つ
け

る
べ
き
で
な
い
、
な
ど
の
意
見
も
だ
さ
れ
た
）

　
④
そ
の
他

　
来
年
度
の
日
本
仏
教
文
化
会
議
に
つ
い
て
は

噛7
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例
年
通
り
八
月
下
旬
に
開
催
す
る
予
定
で
、
共

催
の
国
際
仏
教
交
流
セ
ン
タ
ー
（
孝
道
山
）
と

話
し
合
い
、
運
営
委
員
会
に
て
細
目
を
決
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
（
出
席
者
）
摩
尼
清
之
、
門
屋
大
寿
、
河
原

農
晴
、
島
田
喜
久
子
、
真
渓
義
貫
、
榊
原
帰
逸

白
川
良
純
、
若
林
隆
光

日
蓮
宗
の
遺
骨
収
集

沖
縄
で
七
百
十
七
柱

　
日
蓮
宗
で
は
、
沖
縄
戦
戦
死
病
没
者
第
三
十

三
回
忌
の
追
悼
法
要
を
四
月
三
～
四
日
に
、
摩

文
仁
の
平
和
公
園
に
て
執
行
す
る
が
、
そ
の
前

駆
事
業
と
し
て
、
沖
縄
の
山
野
に
今
な
お
散
在

す
る
遺
骨
収
集
を
行
な
っ
た
。

　
収
集
団
は
、
喜
屋
武
地
区
を
中
心
に
雨
風
を

い
と
わ
ず
二
十
日
の
収
集
作
業
に
よ
り
、
七
一

七
柱
を
収
集
、
遺
骨
は
茶
毘
に
付
し
、
国
名
の

中
央
納
骨
所
に
納
め
、
代
表
遺
骨
は
厚
生
省
の

手
を
経
て
千
鳥
ケ
渕
戦
没
者
墓
苑
に
納
鎮
さ
れ

た
。　

◇
掲
◇
示
◇
板
◇

　
　
法
華
宗
陣
門
流
新
人
事

▼
法
華
宗
陣
門
流
で
は
水
本
大
岳
宗
務
総
長
の

退
任
に
伴
い
、
新
し
く
鈴
木
昭
吾
師
が
宗
務
総

長
に
選
ば
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
新
内
局
は
左
記

の
通
り
と
な
っ
た
。

　
宗
務
総
長
・
鈴
木
昭
吾
、
総
務
部
長
・
布
施

慧
光
、
教
学
部
長
・
牧
野
琢
成
、
教
化
部
長
・

土
屋
善
敬
、
財
務
部
長
・
星
川
恒
雄

昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
発
行

四
月
号
第
一
一
　
号

　
　
真
言
宗
智
山
派
人
事

▼
智
山
派
で
は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
定
が

お
こ
な
わ
れ
、
左
の
人
事
と
な
っ
た
。

　
宗
務
総
長
・
別
所
弘
因
、
総
務
部
長
・
小
沢

照
禧
、
教
化
部
長
・
岡
本
実
良
、
教
学
部
長
・

高
野
一
能
、
法
務
部
長
・
斎
　
隆
套
、
財
務
部

長
・
大
津
頼
宥
、
出
張
所
長
・
渡
辺
直
行

　
　
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

▼
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
、
長
野
県

仏
教
会
の
担
当
で
、
六
月
二
十
日
に
善
光
寺
を

会
場
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
関
係
各
県
仏
に

お
き
ま
し
て
は
よ
ろ
し
く
む
出
席
下
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
山
階
派
住
所
表
示
変
更

▼
真
言
宗
山
階
派
宗
務
所
は
住
所
表
示
の
変
更

に
よ
り
（
京
都
市
山
科
区
勧
修
寺
仁
王
堂
町
二

十
七
番
地
）
と
な
っ
た
。

　
　
W
F
B
執
行
委
員
会
の
予
定

▼
W
F
B
執
行
委
員
会
は
五
月
二
十
八
日
、
プ

ー
ン
会
長
も
出
席
し
て
、
東
京
開
催
の
予
定
。

…
事
務
総
局
録
事
（
三
月
）
　
”

十十
ニー九八二
日日日日日

十十十十十
六五三六五
日日日日日

発
行
人

一

局
内
会
議

W
F
B
事
務
局
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

戦
災
慰
霊
法
要
参
列
（
浅
草
）

仏
教
英
語
学
生
養
成
打
合
会

埼
玉
大
会
準
備
委
員
会

W
F
B
準
備
委
員
会

文
化
専
門
委
員
会

局
内
会
議

文
化
庁
事
業
報
告
会
出
席

W
F
B
総
務
委
員
会

仏
教
文
化
伝
道
一
一
一
式
出
席

喬渕

本堂、ご仏前、客殿、廊下その他寺院内の敷物に

　A鵠9●慮脚wooし

浩
発
行
所
財
団
法
人
全

日
本
仏
教
会

最近寺院内での敷物用としてご好評をいただいております。

お召物が汚れないこと、座布団が不要の点で重宝がられています。

全国どこへでも発送致します。特別頒布価格にて奉仕いたします。

カタログご希望の節はお申越し下さい。
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